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鐸

露お

鋳驚
蝉

諏
灘
蝿

癖
騨
鋪

叩蕊
銅
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露

蕊蔦霧 識;溌灘

職
蕊 議

蕊
蕊

蝿
霞

…

鰯
蕊

i

齢
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灘
驚鍵灘唾轆
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蕊
蕊
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溌溺感蕊認 鰯
灘溌

鯉

鍵鍵，溌……燕

雲
篭
》
一
雲

》
訓
鐇
無
職

蝋

辨

識

琴押

班帯

灘

鴬
婚;鍵識灘蕊

鍵

蕊
…

蝿
蕊

…

鍵蕊

蕊識蕊

鶴
》
鱗
罎 鶴職鷲

蕊 ふ
蕊

蓼
､| ｢医蕊

謎蕊蕊蕊
蚕

鍵一

鳥
忠哺

雪印 ､坤
…心藤

口 電の
話火．‐
には．ﾛ．電話出に

瞳

灘撚繍繍嬢職蕊蹴
､ ､‘瀧;蕊』"・

灘患‘‘認1
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なべ

火事の原因でもっとも多いのが，天ぷら鍋（油）によ

るものです。 「ちょっとの間でもガスコンロの前を離れる
軸ぎま り

ときは，火を消すようにしていますJという柳眞理さん
あきこ

(左)と晶子さん(島名）

蕊
爵識

る
前
に

、

こ
れ
か
ら
冬
の
厳
寒
期
、
火
事
の
も
っ
と
も
多
い
季
節
に
な
り

ま
す
。
火
事
は
消
す
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
し
か
し
、
万
一
の
こ

と
を
考
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
消

火
・
避
難
訓
練
な
ど
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

火
事
を
出
さ
な
い
こ
と
が
一
番

ぎた 万は力
L二

市
報 で

す
か
？

Z ■卿32

No884月
ロ
写

今

〆くじ- 、

| O表紙～3ページ…カメラで見た消防の仕事

○4～5ページ…申告の季節となりました○6

～7ページ…こんにちは市民記者です⑳O8~

9ページ…まちづくりに一役，学ぶ 私のラ

|イフスタイル
、 ノ



一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

消防課の広報活動 火災は予防が大切です

謬鱒
鰐蕊蕊篭蕊蕊議蕊蕊譲;蕊灘灘騨鍵議鍵鶏識灘鶏熱 一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
冒
観
面
。
十
三
町
弓
詞
圏
白
濁
咽
串
國
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一

篝

蕊蕊
蕊譲

一

：

錨蕊 蕊

鍔串ｆ

灘

弾
､。 “‘：
『息ﾑ；:&鍵

《

》

一

Ｆ

み

《
《
一
一
幸
蟻

殿識》彊
肘
ザ
ア
叩
〕

ご

少

騨
１
審
に
、
串

啼
卜
排
叶
牌
洩
、
餌
蠅
押
に

燗
蹴
母
噌

嘱
雛
、 間

市
民
の
み
な
さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
、
そ
れ
が
消
防
の
仕
事
で
す
。
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
に
は
現
在
六
八
人
（
本
部
・
消
防
課
七
人
、
高
萩
消
防
署

三
八
人
、
十
王
分
署
二
三
人
）
の
消
防
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
消
防
本
部
は
、
主

に
火
災
予
防
や
危
険
物
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
消
防
課
と
、
万
一
の
火
災
、
救
急
な
ど

に
備
え
、
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
消
防
署
の
二
つ
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
（
表
一
参
照
）

昔
か
ら
、
髻
察
と
消
防
は
忙
し
く
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
火
事
を

消
す
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
消
防
本
部
で
は
、
特
に
、
火
災
予

防
な
ど
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
は
、
万
一
に
備
え
日
ご
ろ
か
ら
火
災
の
予
防
に
あ
た
る
消
防
の
二
四
時

の
仕
事
を
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
差
峰

91.通 呼
罐
暉
罐
壼
罐
篭
隼
罐
琿
纒

泓
》
》
一
》
唾
“
》
嶽
一
＃
へ
磯
趣
ゞ
津
蕊
・

嬢
憾
豊
撒
糖
蒜

１鐸壬恥
燕
溌
鉦
蕊
烈
認
謹
詑
？

珈

Ⅲ

蕊

潔

！

恥
獄
撚
災
罷
騨
殿
広
報
溺
鐡
に
関
撫
沙
こ
と
蕊
”

灘
織
蕊
蕊
蕊
溝
擢
轆
感

皿
瀞
遮
蕊
篭
鍔
溌
薙
鎚
認
蕊
蕊
澗

鶴
這
謹
噌
蕊
礪
鷲
這
蕊
三
疑
唾
？
鳶
鋪

○
勝
火
管
理
響
資
格
瓢
縛
講
駕
蕊
防
火
識
溌
者
の
櫛充､謝謝*癖W翻禰輔稀舗fW#

動期間で魂＞ 火事.救助.救急は119番へ(緊急の時以外は冠22-2258 へ） ②



でも出動できます

1

．蝋

り
ま
す
＠

｜
人
の
消
防
ｔ
の
勤
務
表

の
例
で
す
。

一
Ｈ
八
時
間
勤
務
で
は
な
く
、
二
四

時
間
勤
務
の
た
め
、
翌
Ⅲ
は
休
み
に
な

謎謹豊
=休み※非帝

《

０
０

０
０

，
①
■
■

２
３

１
１ 13:00車輌掃除・点検等(6:30,8:30, 18:00の

1日に4回車輌点検を行いま式）

14:00地理･水利･道路状況の把握（万一に備え

て，市内の消火栓の点検をします｡）溌蕊溌謬鍵議蕊議溌蕊瀧溌騨撫溌鑪溌蕊蕊蕊蕊蕊議蕊溌蕊蕊灘蕊識蕊

》
》
礎
坐
鐸
峠
鐸
難
語
舅
悪
溌
一
達
峠
》

§
・
《
毎
瀞
い
や
〆
一
“
ふ
み
Ｊ
・
火

熱
“
一
一

駕
蕊
蕊
蕊
溌
簿
蕊
瀞
儀
遥
鯏

叫
似
い
印
三
）
と
函
口
卜
一
蹴
Ｆ
饗
王
一
口
《
：
、
嬢
＃

Ｊ
口
懸
州
毎
《
巳
：
極
毎

恥
一

理
芯
消
防
設
備
に
関
難
る
こ
と
。

》唾一一

靴
、
じ

無
＄
“
Ｊ
＄
、

両
い
印
が
吻
等
）
に
櫛
対
畷
蝉
極
と
。
Ｊ
郷
ロ
ー
一
己
Ｊ
↓
恥

、
“
、
馥
叫
恥
、
、
岬
謬
織
蝉

》

い

け

０

，

は
郡
“
・
救
急
法
の
指
蕊
に
関
す
る
こ
と
Ｊ
Ｊ
〆
Ｊ
－
ロ
ー
吾
塞
一
‐咽

令
、Ｉ

釦
謝
溌
蕊
蕊
謙
譲
裂
三
識Ｉ

“
合

は動
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ
う
に
消
防
課
と
消
防
署

咄
が
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
生
命
と

車防
財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

消

火
事
や
救
急
、
消
火
・
避
難
訓
練
な
ど
、
詳
し
い

００６
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消

防
本
部
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・
念
二
二

二
二
五
八

毎日が火の元警報発

消火栓の点検をする消防署員

火災件数とその損害額

救急出動件数調べ

(表2）

令中く3月1日旧)～7日出／春の全国火災予防運且

一

~～

火災件数

火災損害額

救急出動件数

平成3年1月～12月

15件

'億704万6千円

712件

時T,;曝鐸串晶1蝿“b､息蹄!x齢 3篭『 涜錦]串轆F1弾

平成2年1月～12月

14件

738万3千円

707fl
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１
忽

擬
鎧

陰
瑛

琴

難
獅灘灘

露

認
。
三

途
雌磐＃

綴

一
一

撫

蕊繍驚鱗騨驚
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麓:駕
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蕊
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市役所･税務課
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内線203

ｊｌ
程
で

俵
日
ま

の
時
け
輝
付
午

一
》
》
》

今
年
も
出
張
申
告
相
談
、
申
告
受
生
口
間

け
付
け
を
、
表
一
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
申
時

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
表
一
の
日
程
に
合

わ
せ
て
、
税
務
課
か
ら
順
次
み
な
さ
ん
の
地

域
別
に
、
直
接
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
市
・

県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年
の
課
税
を
も
と

に
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
み
な
さ
ん
に

郵
送
し
ま
す
。

奮今年の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に
居

の
季

”
今
年
も
ま
た
、
個
人
の
市
・
県
民
税
の
申
告

と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

申
告
の
期
間
は
、
二
月
一
七
日
㈲
か
ら
三
月
一

六
日
目
ま
で
で
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

日
立
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
こ
の
一
か

月
間
の
申
告
期
間
に
限
り
、
雨
役
所
の
税
務
課

里三

と
な
り
ま
し
た

Iり
ま
せ
ん
。

◎
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
、
申
告
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務
先
（
給
与
支
払

住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
・
県
民
税
の
申

告
の
必
要
な
人
は
、
次
の
内
容
に
該
当
す
る

人
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
心
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

’
《
三
一

と き 場

2月20日嗣 上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

秋山集落センター

で
も
受
域
付
け
て
い
ま
す
。
〆
Ｉ

ま
た
へ
例
澪
、
申
告
の
終
了
日
が
間
近
に
な
り

ま
す
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
う
え
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な

か
つ
殖
り
し
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
お
早
め

に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ｍ
副
簿
〉
《

甲
冠
酔
卓
申
卓
也
中
国
占
占
占
卓
中
屯
甲
帛
唱
早
自
由
申
中
中
卓
弓
鼎
卓
卓
篭
呼
堂
堂
中
卓
卓
卓
占
苫
閨
凸
卓
占
閨
閏
占
卓
噌
県
卓
卓
占
閏
爵
占
閨
中
中
噌
厚
単
車
卓
卓
録

若栗公民館

大能生活改善センター

中戸川公民館

赤浜田園都市センター

21日由
ここ

石滝公民館

安良川公民館

上手綱生活改善センター

24日(月）

25日(火） 関口集会所

高戸集会所

山手集落センター
◎
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
地
代
や
家

賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

◎
平
成
三
年
中
に
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を

者
）
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
言
を

提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
た

人
は
、
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら
源
泉
徴
収

票
を
い
た
だ
い
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

26日㈱ 下組生活改善センター

行人塚集会所

島名多目的研修会館

秋山南集会所

27日耐 北組センター

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

28日燭 松岡地区公民館

有明町集会所

横川生活改善センター

野屈〆己-恩H西屈曲母pHをEF砥も唖r母ErB弓もBjB 吐偲〆画聖母もザ配凹凸分母B岳凸丑題記屈母｣理『弘妃〆母＆舟、母画一丑尼
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，講驚溌準

蕊織蕊

！

'1

口
嗣
伺
囲

い
．
回
国

灘 ＃
｣古基括も是記紀f毎戸岳｣昔』宙摺勾戸硲J課包温至Jpr』配dHrG里品も』凸型HEF堀
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。 ◎騨蕊蕊認

:除が業平葉鍬必所

岳も

◎
住
所
所
在
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤
十

字
社
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
を

し
て
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
や
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

Ｕ
給
与

は
、

次
の

・
給

潭
え

・
給

』
え

受
け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
た
人
。
（
そ
の
内
容
の
わ
か
る
も
の
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

昼
－
し
一
に
ノ
、

得
税
の
確
定
申
告
が

要
な
人

署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
言
が
、

れ
て
き
た
人
。

所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る
人

成
三
年
中
の
各
種
所
得
（
商
業
、
工

医
業
、
農
業
な
ど
。
）
金
額
の
合
計
額

所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

扶
養
控
除
な
ど
。
）
の
合
計
金
額
を
超

人
。

所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
人

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

よ
う
な
人
は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い

与
の
年
収
が
、
一
五
○
○
万
円
を
超

る
人
。

与
以
外
の
所
得
が
、
二
○
万
円
を
超

る
人
。

１ ：
q」
中
中

中
中

屯

：
：
単
配
q』

申

：
ﾐ
ﾐ
ｷ

ﾐ
由

わ
か
る
も
の
を
用
意
し

》

密
申
告
に
用
意
す
る
も
の

◎
申
告
言
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、
必
ず

そ
の
申
告
書
（
申
告
害
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
扶
養
家
族
な
ど
必
要
な
こ
と
が
ら
を
、

同
封
の
申
告
書
記
載
例
を
参
考
に
し
て
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

◎
印
鑑

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

人
。

画
申
告
に
用
意
す
る
も
の

市
・
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も
の
と

同
じ
で
す
。

た
だ
し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、
次
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

と
う
ほ
ん

し
よ
う
ほ
ん

・
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

・
住
民
票
の
写
し

・
売
買
契
約
言
、
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
耆

の
写
し

・
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の
年
末

》
所
得
税
の
確
定
申
告
の
場
函
所
得
税
の
納
期
限

合
、
税
金
が
戻
る
こ
と
も

》
あ
り
ま
す
確
定
申
告
の
期
限
と
同
じ
で
、
三
月
一
六
日

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算
さ
れ
剛
で
す
。
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
ご
利

牛
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算
さ
れ
側
で
す
。
ま
《

残
高
等
証
明
書

・
源
泉
徴
収
票

ま
た
、
増
・
改
築
の
場
合
は
、
さ
ら
に
「
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し
」
ま
た
は
「
増
・
改

築
等
の
工
事
証
明
書
」

Ⅲ
１
６
＃
§
ト
リ
ー
リ
ｉ
ｉ
ｉ
ｈ
０
ｊ
，
９
１
１
＃
判
＃
＃
ｐ
削
り
卿
ｉ
ｈ
Ｉ
別
＃
刷
り
く
り
灯
ｉ
１
ｉ
刺
岬
剰
＃
則
り

印
申
‐
中
中
中
中
悼
蝉
坤
律
や
坤
炉
卑
呼
溥
配
哩
悼
や
悼
也
碑
や
坤
傅
鈎
也
や
塩
守
や
中
中
由
由
中
中
申
や
申
車
中
唱
口
由
悶
悶
乃
工
記
吊
瑞
甲
甲
申
中
中
中
中
と
Ｌ
甲
中
中
Ｌ
足
早
申
中
中
申
Ｌ
吊
呼
中
中
申
甲
印
南
Ｌ
甲
兇
口
中
中
中
甲
中
中
申
由
Ｌ
吊
配
宇
甲
肥
甲
中
中
中
卑
印
無
”

◎
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類
（
給

与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
）

◎
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
生
命

保
険
料
な
ど
の
領
収
耆
、
ま
た
は
支
払
っ

た
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
を

支
払
っ
た
領
収
書
と
、
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
書
類

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
次
の
よ
う

な
人
は
、
申
告
（
所
得
税
還
付
申
告
）
す
る

と
所
得
税
が
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
と
き
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
ロ
ー
ン
の
支
払

い
、
ま
た
は
銀
行
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
の

借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
、
子
ど
も
の
出
産
な
ど
、

扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
。

◎
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
、
再
就
職
し
て

い
な
い
と
き
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
を
し
た

、
し
」
斗
弍
ご
く

※
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
そ
の
お
金

を
申
告
者
の
金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
口
座
番
号
と
印
鑑

も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 ー

函
岬
囎
蠅
舳
朏
眺
姉
轤
民
税

こ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成
四
年

度
の
市
・
県
民
税
の
税
額
を
決
め
ま
す
。
こ

の
税
額
を
六
月
以
降
か
ら
四
回
に
分
け
て
（
普

通
徴
収
）
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
一
二
回
に
分
け

て
六
月
以
降
の
給
料
か
ら
毎
月
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

倉
撚

一

用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
指
定
さ
れ
た
預
金
Ⅲ

座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

－
１
－

□
正
し
い
申
告
を

一

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、

申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た

り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
告
期
間
中

に
＄
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
参
考
＊

一

○
加
算
税
：
・
不
足
税
額
の
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
、

ま
た
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

○
延
滞
税
．
：
不
足
税
額
に
つ
い
て
、
年
利
一

四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

雪
棚
艫
棚
棚
蝿
定
申
告
も

◎
消
費
税
の
確
定
申
告
の
期
間

一
月
一
日
伽
か
ら
三
月
一
三
日
㈹
ま
で

◎
消
費
税
の
納
期
限

三
月
三
一
日
㈹
ま
で

I ；
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こんにちは市

子どもたちが伸び伸びと勉強や

運動ができる環境づくり
鈴
木
曇
溌
一
三
の
施
設
の

教育委員会庶務課丑23－1131

鈴
木
教
育
委
員
会
の
な
か
で

廠
務
裸
は
、
ど
の
よ
う
な
壮
事

を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

相
良
学
校
の
校
舎
や
プ
ー
ル
、

体
育
節
、
そ
し
て
イ
ス
や
机
な

ど
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
た
め
に

必
要
な
施
設
や
教
材
の
維
持
椅

理
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、

幼
稚
園
が
四
園
、
小
学
校
が
五

校
、
中
学
校
が
四
校
の
一
三
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
施

設
の
修
理
や
改
装
な
ど
を
す
る

施
設
係
と
、
授
業
に
必
要
な

教
材
な
ど
の
管
理
や
教
育
委
員

の
会
議
の
開
催
な
ど
を
す
る
庶
務

係
の
二
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木
大
き
な
施
設
か
ら
細
か

い
教
材
の
管
理
ま
で
幅
が
広
い

で
す
ね
。
上
の
子
が
、
松
岡
中

施設が傷んでくると新しいものを

と思いますが，それには多額のお金

が必要になるのですね。良い教育施

設を保つために庶務課では，各学校

の現状を調査し，時代の流れも考え

て計画的に進められているのですね

維
持
管
理

一、

ー

に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い

校
舎
は
き
れ
い
で
教
室
が
明
る

い
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

相
良
松
岡
巾
は
、
昭
和
六
○

年
に
立
て
替
え
ま
し
た
。
前
の

校
舎
は
木
造
で
し
た
が
、
今
の

校
舎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で

か
わ
や
ぶ

瓦
葺
き
屋
根
で
す
。

鈴
木
え
え
、
校
舎
と
し
て
は

珍
し
い
建
物
で
す
ね
。

相
良
見
た
円
の
美
し
さ
を
大

事
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
雨

り
く

榊
り
し
た
時
、
従
来
の
陸
屋
根

で
す
と
、
猟
れ
て
い
る
箇
所
を

探
す
の
が
難
し
い
の
で
す
。
し

み
が
川
て
も
そ
の
上
か
ら
州
れ

て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、

い
く
ら
防
水
工
事
を
し
て
も
捕

ま
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

鈴
木
そ
う
で
す
か
。
松
川
幼

稚
側
は
木
造
で
ス
テ
キ
で
す
ね

相
良
は
い
。
建
築
の
デ
ザ
イ

ン
の
良
さ
が
認
め
ら
れ
て
知
事

賞
や
手
づ
く
り
郷
土
賞
な
ど
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
木
の

持
つ
柔
ら
か
さ
は
、
実
際
に
使

う
子
ど
も
た
ち
に
も
良
い
影
響

を
ワ
え
る
よ
う
で
生
き
生
き
と

し
た
姿
が
見
ら
れ
ま
す
ね
。

鈴
木
松
岡
地
区
公
民
館
や
消

防
詰
め
所
も
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
、
松
岡
の
歴
史
を
大
切
に

地
域
の
景
観
も
よ
く
考
え
て
設

計
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
ハ

相
良
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
性
を
生
か
し
な
が
ら
時
代

の
流
れ
に
も
合
う
よ
う
に
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
情
報

化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

と
高
萩
中
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

設
置
し
ま
し
た
。
今
年
の
三
月

に
は
松
岡
中
に
も
完
成
し
ま
す
。

鈴
木
高
萩
中
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
見
学
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

〃
お
も
し
ろ
い
よ
、
ゲ
ー
ム
も
で

き
る
ん
だ
よ
〃
と
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
よ
。

相
良
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
も
の
に
敏
感
で
覚
え
も
早
い

で
す
か
ら
ね
。
パ
ソ
コ
ン
は
、

二
人
に
一
台
で
す
か
ら
四
○
人

学
級
で
二
○
台
と
先
生
用
に
二

台
を
設
置
し
ま
す
。
君
田
中
は
、

四
年
度
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

松
岡
中
の
場
合
、
二
二
台
分
の

パ
ソ
コ
ン
機
器
に
約
二
千
七
百

万
円
か
か
り
、
単
純
計
算
で
一

台
約
百
二
○
万
円
と
な
り
ま
す
。

鈴
木
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か

か
り
ま
す
ね
。
秋
山
中
の
校
舎

の
立
て
替
え
も
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
が
、
こ
れ
も
多
額
の
お

金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

相
良
計
画
当
初
で
は
、
約
二

○
億
円
と
み
て
い
ま
す
。
市
の

地
域
性
、
そ
し
て
時
代

に
合
う
施
設
づ
く
り

（
》

蕊私
の
故
郷
は
、
西
は
蔵
王
の
山
々
、
東
は
太
平
洋
に

望
み
、
海
の
幸
や
川
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
素
朴

で
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
自
然
の
豊
か
な
、
い
つ
ま
で
も
思
い

出
と
と
も
に
し
ま
っ
て
お
き
た
い
仙
台
で
す
。
仙
台
は
、

東
北
の
雄
藩
伊
達
氏
六
二
万
石
の
旧
城
下
町
で
す
。
性

し
の

時
を
偲
ぶ
史
跡
、
文
化
財
も
多
い
所
で
し
た
が
、
昭
和

二
○
年
七
月
、
戦
災
で
旧
市
内
の
八
割
が
面
影
を
失

だ
て

い
ま
し
た
。
私
の
思
い
出
の
大
崎
八
幡
神
社
は
、
伊
達

ま
さ
む
ね

》

、

、

Ｘ

げ

ん

政

宗

の

造

常

の

桃

山

式

最

古

の

権

現

造

り

で

あ

る

社

殿

だ
け
が
、
幸
い
戦
火
を
免
れ
ま
し
た
．

一
月
一
阿
日
に
行
わ
れ
る
正
月
行
事
の
ど
ん
と
祭
り

も
、
今
で
も
家
族
と
行
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
商
店
街
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
飾
り
つ
け
を
競

っ
た
伝
統
七
夕
行
事
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

現
在
は
、
近
代
的
な
町
並
み
が
広
が
り
、
東
北
一
の

じ
よ
う

せ
き

都
会
と
な
り
ま
し
た
。
青
葉
城
（
仙
台
城
）
跡
に
は
、

伊
達
政
宗
の
開
府
以
来
約
二
七
○
年
に
わ
た
る
藩
主
の
居

ま
み
や
ぐ
ぃ

城
跡
の
石
垣
や
隅
櫓
（
城
郭
の
隅
に
立
て
た
櫓
）
、
そ
し

て
往
時
の
威
容
を
と
ど
め
る
天
守
台
に
政
宗
の
騎
馬
像

ど
い
ば
ん
す
い

や
土
井
晩
翠
、
島
崎
藤
村
の
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。
《
青
葉

城
跡
を
中
心
と
し
た
青
葉
山
公
園
に
杜
の
都
と
い
わ
れ

た
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
宗
も
宮
様
方
も

杜
の
都
の
面
影
を
残
す
仙
台

も
り

b

･〆b6
b

･〆も‘
b

･〆も‘

伽幼錦

森
士
友
子
さ
ん

（
東
本
町
）
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謹静禽唱
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○
話
し
手

さ
が
ら

し
「
私
た
ち
四
人
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
】

篭
埠
醗
榔
蕊
出
褒
竿
瑛
綿
講
蛎 相

良
光
男
さ
ん

（
庶
務
課
長
）

今
年
度
の
予
算
が
約
九
二
億
五

千
万
円
で
す
か
ら
、
巾
に
と
っ

て
大
変
な
金
額
で
す
。
汁
川
で

は
、
杵
皿
教
案
の
雄
批
予
定
が

二
年
間
で
す
か
ら
、
今
年
の
九

月
ご
ろ
に
は
校
舎
の
一
部
が
仙

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
残
り

の
教
室
と
、
さ
ら
に
グ
ラ
ン
ド

の
整
備
を
含
め
ま
す
と
、
完
全

に
完
成
す
る
に
は
五
年
は
か
か

り
ま
す
。

鈴
木
小
さ
い
市
町
村
で
は
、

大
変
な
仕
事
で
す
ね
。
校
舎
は
、

剛
の
お
金
で
建
て
ら
れ
る
と
恩

坪
蝉

お手伝いします

家事や介護

お手伝いします

家事や介護

お手伝いします

家事や介護

鞍
乱
戦
號
茂
鷲
孝
離
職

癖

ー

っ
て
い
ま
し
た
。
凶
か
ら
の
補

助
金
は
、
出
な
い
の
で
す
か
。

相
良
パ
ソ
コ
ン
教
案
に
し
て

も
川
か
ら
の
補
助
は
一
部
で
す
。

秋
川
巾
の
校
舎
の
場
合
は
、
川

か
ら
約
二
億
八
千
万
円
で
す
。

そ
し
て
約
一
五
億
円
を
市
が
、

残
り
は
起
債
（
借
入
金
）
で
補
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
秋
山
中
の

校
舎
は
、
昭
和
三
六
年
に
建
設

し
た
も
の
で
す
が
、
傷
み
が
ひ

ど
く
、
專
門
家
に
依
頼
し
た
Ⅲ

力
度
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
立

て
替
え
が
必
要
と
判
断
し
ま
し

識

ホームヘルパー

市川光子さん（秋山）

急速な高齢化や核家族化の進むなか， ひとり暮らしや寝たき

りなどのお年寄りで, 1l常生活を営む上で援護を求めているな

どの老人問題が， テレビや新聞などで取り上げられ，社会の大

きな関心事となってきました。

このようななかで，市では，市民のみなさんが，健康で生き

がいを持ち，安心して悪らせる地域社会を形成していけるよう

にと， お年寄りや障害を持つみなさんのために， いくつかの在

宅福祉サービスを行っています。その中の一つであるホームヘ

ルプサービス事業が，私たちホームヘルパーの仕事です。現在，

4人のホームヘルパーが活動しています。

ホームヘルプサービス事業の趣旨は， 身体上， または精神上

の障害があって日常生活を営むのに支障がある人やその家族を

訪問し，介護や家事なと等の日常生活を維持していけるように支

援することを目的としています。

ホームヘルパーの仕事は， お年寄りや障害を持つみなさんの

排泄や食事などの介護， そして食事の支度や洗濯，掃除などの

家事をお手伝いします。また，生活上の相談や家族のみなさん

が介護にあたっての悩みなどの相談を受け，市の福祉事務所や

保健センターと連絡をとるなど，必要と認められる範囲で援助

しています。

私たちホームヘルパーは，公共性をもった仕事ですから，個

人の秘密を守ることを第一にして仕事をしています。また，人

格も尊重して， ご利用のみなさんとの信頼関係を大切にして仕

事を行います。体が思うように動かず， 日常生活に支障がでて

きたといって一人で悩まずに，ぜひ，私たちに相談してくださ

い。私たちは，みなさんの生活を応援しています。福祉事務

所で仕事をしていますので，悩まずに，ぜひ，連絡してくだ

さい。

灘
､卜『
灘
､卜『
灘
､卜『

驚
譲
蕊

驚
譲
蕊

驚
譲
蕊

た
。
次
に
待
っ
て
い
る
の
は
、

束
小
の
校
舎
で
す
。

鈴
木
松
川
小
は
、
ま
だ
ま
だ

で
す
ね
。

相
良
松
岡
小
は
、
昭
和
六
三

年
に
校
舎
全
体
の
補
修
Ｋ
事
を

し
ま
し
た
の
で
、
あ
と
一
○
年

は
大
丈
夫
と
み
て
い
ま
す
。

鈴
木
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸

び
と
勉
強
や
連
動
が
で
き
る
よ

う
、
計
画
的
に
も
の
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
の
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
良
い
環

境
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

灘灘灘

蕊
蕊
織
溌
蟻

舘舘舘

鎌
鱗
鋳
鐸
鱗
韓
鐸
騨
鱗
率
捧
謹
騨
稚

鼠
驚

捧
謹
騨
稚

鼠
驚

ー

各一J

了盲順登｝宮
『 〆
、

〉仙
ノ
ノ

（
l

／

こ、
’~みI

L）回

心、_産

L）回

心、_産

Ｊ
ね
一
つ

食
べ
た
と
い
う
仙
台
名
物
〃
ず
ん
だ
餅
〃
。
こ
れ
は
、
枝

砥
を
つ
ぶ
し
塩
と
砂
糖
で
味
を
つ
け
、
餅
に
絡
め
た
も

しにせ

の
で
す
。
そ
の
由
緒
あ
る
老
舗
が
数
件
あ
り
ま
し
た
。

第
二
の
永
住
の
地
で
あ
る
商
萩
も
、
他
の
地
域
に
負

け
な
い
快
適
な
環
境
で
あ
っ
て
欲
し
く
、
高
萩
の
発
展

を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

識識識

坤 寵

鵠蕊

蝿:；

溌電

}瀞f

織

蕊
鐸
戸錦晶

似
仙
台
七
夕
ま
つ
り
（
八
月
）

鍔
粋
癖
癖
識
懲
罰
鐸
諏

鍔
粋
癖
癖
識
懲
罰
鐸
諏

鍔
粋
癖
癖
識
懲
罰
鐸
諏

零鋼零鋼零鋼

⑦
蕊
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畷
誼

蜂

魚
『

‐

４ 織蕊織蕊
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今

藤唾
や

曲
Ｆ

癖
謹

2

璽識 、可

、

覺篭
瀧鰯

号軍]晶嘩]

鱗

〃
お
り
が
み
教
室
〃
を
開
い
て
い
ま
す

鍵

灘

篝鴬

r上手ね。がんばって毬と声をかけるJRCのみなさん｡"･北月18B(il

毎
月
第
三
雄
曜
臓
鰄
辮
綴
鐘

時
三
○
分
か
ぢ
図
議
鱗
燕
騨
沸

れ
て
い
る
必
お
蹴
溌
黙
教
溌
職

は
、
親
子
連
れ
溌
職
態
燃
鶴
減

い
で
す
Ｆ
叛
〃
方
”
誤
臓
溌
謬

か
れ
た
資
科
鍾
混
懲
溌
溌
撫
綴

設

、

、

ｒ

、

句

Ｌ

巾

韻

川

部

》

甲

Ⅱ

“

』

坪

や

蝉

、

、

》

鉾

捧

や

』

昨

い

》

殿

》

の
で
す
が
溌
途
甑
海
解
職
態
離

砧
》
砧
貼
貼
甲
ｆ
貼
が
貼
砧
』
串
貼
“
岬
晶
轄
雌
串
串
串
』
貼
織
串
ぱ
い
砕
鈴
」
串
一
伊
坐
蝿
》
串
Ｆ
一
心
出
串

蔭
る
こ
と
が
あ
り
懲
戒
灘
総
繊

、

〕

“

品

串

＄

串

晶

貼

貼

貼

寂

串

、

〕

、

沖

、

零

鮮

乎

が

輻

ｎ

禅

謝

砥

ぷ

評

串

中

』

Ｊ

時
に
蕊
ご
こ
ぽ
弾
寵
隠
無
溌
罎

酌

、

↑

、

罫

、

、

品

》

、

“

、

》

“

品

、

〉

観

（

“

観

涯

、

、

“

、

ご

鈩

叩

ぃ

率

恥

鐘

静

銀

観

準

姉

罫

鰯

、

〉

》

殺

神

、

秒

鐇

噂

、

罐
串
貼
藍
貼
貼
＄
＄
一
＄
晶
壗
》
串
Ⅱ
品
唾
貼
診
轟
》
＄
鋤
“
巾
貼
椥
貼
串
貼
搾
“
、
貼
》
Ⅱ
巾
〉
Ⅱ
錨
出
甲
串
騨
乎
争
荊
貼
中
串
中
品
拙
奉
荊
軸
郡
＄
畢
』
》
貼
恥
塀
｛
（
貼

識
憩
蕊
鐙
鈎
鞍
潅
蝿
鏑
辮
鐸
鍛

擬
遥
認
識
舞
誕
認
溌
溌
鰄
騨
識

、

貼

“

Ｌ

蕊

串

革

琴

、

串

串

齪

蹄

騨

＄

＄

零

串

吋

晶

“

斑

紳

貼

品

‐

轌

乎

貼

串

が

“

‐

離

笂

ｆ

謹

韓

鞠

噌

豊

鶴

乎

貼

群

踊

諦

酸

》

品

意
識
嵩
猿
鐙
競
荘
鍛
識
鐵
議
鐵

“

』

、

、

“

、

晶

、

ｆ

、

》

Ｆ

噂

》

海

》

響

、

、

》

Ｌ

識

韓

屯

坪

（

卿

。

、

戦

戯

噛

晶

露

茂

心

悪

叡

？

“

姿
・
（
委
鐵
飛
沁
認
織
撚
識
識
溌

、

、

、

難

が

、

、

”

師

難

ゞ

鯵

獅

‐

鍔

嘩

誌

涯

澄

蔀

溌

洋

雛

滋

羅

溌

勤

謀

｛

謎

々

で
す
ｐ
ｆ
蔑
愚
藤
謎
蕊
戟
蕊
誇
獄

こ
の
日
は
蕊
カ
ラ
ズ
迩
罫
篭

、
ｒ
Ｊ
》
《
、
岬
設
〉
桝
岬
、
、
１
、
蕊
》
雄
桝
糾
Ｊ
》
稗
汗
設
辨
七
㈱
祥
吋
Ⅱ
に
岬
荊
乎
ラ
の
親
琵
飛
コ
マ
競
謹
紘
漏

す
。
昨
年
か
ら
通
う
灘
勧
瞬
な

ひ
き
蝋
鎚
”
縦
料
、
蕊
飾
雛
熱
螺
“
ゞ
嘩
鯉
鋤
噸
っ
た
藤
野
寿
江
怠
脚
〈
鋳
鐵
州
昏
Ⅷ

は
昌
娘
の
は
る
跡
が
撒
蹴
鰄
綴

婚 蕊

聯蕊蕊蕊

鳧
）

一
Ｐ 高

萩
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
冑
少
年
赤
十
字
）
特
別
委
員
会

識

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
で
参

加
し
て
い
ま
す
．
中
に
は
、
大

人
で
も
難
し
い
も
の
も
あ
り
、

つ
い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
牢
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま

た
笛
季
先
と
頭
を
使
う
の
で
、

老
化
防
姫
に
良
い
と
聞
き
ま
し

再
淑
如
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に

ち
ぷ
こ
ち
ょ
こ
聞
い
莚
は
至
折
〒

蕊
て
い
る
ん
で
壷
。
楽
じ
畷
蚕

鷲
よ
鴬
と
篭
挙
害
域
鍾
み
な
急
￥

罐
魂
悪
感
証
壷
鞍
琴
室
三
三
一
三
迂
婚
和
六
○
年
か
ら
続
い
で
い

葱
こ
の
教
室
は
、
当
時
、
楽
Ｌ

い
企
画
と
注
目
さ
れ
へ
今
で
は

他
市
町
村
の
図
書
館
で
も
開
か

れ
て
い
ま
す
ｏ

ｈ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
活
動
の
ほ
か
に
、
毎
月
第
一
、

一
九
七
四
年
八
月
に
、
友
人
に
誘
わ
れ
和
紙
人
形
を
習
い
始
め
て

か
ら
十
七
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
水
戸
の
小
沢
先
生
（
家

た
い
ら

元
き
ふ
じ
早
苗
先
生
）
の
教
室
に
通
い
、
現
在
は
、
平
か
ら
六
つ
北

き
ど

の
駅
〃
木
戸
〃
を
下
車
し
、
更
に
約
十
五
キ
ロ
ほ
ど
山
に
入
っ
た

す
す
わ

所
に
あ
る
家
元
鈴
倭
の
り
子
先
生
の
も
と
で
勉
強
中
で
す
。

人
形
の
制
作
は
、
奥
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
そ
の
道
の
り
は
深
く

厳
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
大
き
な
人
形
に
長
い
月
日
を
か
け
て
完

二
土
曜
日
の
幣
後
に
乳
卿
院
漁
母

訪
問
し
て
い
ば
獄
稚
蝉
悠
鋤
蝉
州

ち
の
服
に
名
札
遼
総
い
瀞
城
溌
一

叩

訊

岬

叩

小

和

帆

岬

嚥

岬

】

料

叩

此

認

叩

Ⅱ

し

州

Ⅱ

柚

叩

噸

掛

鄙

錬

り

子

ど

も

た

ち

ど

遊

ぶ

織

駕

（

灘

短
時
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で
す
が
狩
忙
心
職
線
灘
Ⅳ
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に

段

段

乎

乎

中
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》

韻

設
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輝
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さ
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、

》
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鍔
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撚

馥

蕊
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鐸

齢

活
動
Ｌ
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講
説
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轍
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溌
鰹

《
委
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識
琿
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琴
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溌
母

、

、

、

、
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《

、
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瞳

〕

簿
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撫
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裳
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宝
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Ｌ
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馥
噛
嗜
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鷺
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、
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噸
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域
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、
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無
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郷
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、

、

、

㎡
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‐

、

、

鍔

暦

勾

↓

篭

巽

“

、

、

誤

銚

感

爽

溌
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が

恩

》

』

“

、

噸

醐

軸

弧

恥

地
域
の
ボ
ラ
凌
玩
ィ
認
縁
騨
蝋
碑

Ｆ

“

、

群

四

“

竿

〉

、

酌

齢

吟

』

碑

“

侭

母

沖

“

、

鶏

、

卦

錨

秘

１

Ｆ

粋

秘

し

一

岬

馥

》

プ
や
婦
人
会
の
み
な
鳶
溌
溌
鰯
弥

咄

》

叫

串

“

い

り

＄

㈱

諦

串

恥

酬

い

つ
な
が
り
を
挿
画
電
い
愚
漁
臓

で
す
い
ど
話
し
て
い
溌
或
無
織
一

後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
慰
踊
織
一
”

貼

吋

砧

略

“

串

蝦

畔

、

串

の
活
動
が
期
待
苔
れ
そ
織
埼
獄
函

へ
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趣

山
口

言猛

巷烹

エネルギソシュ

挑戦

ス
キ
ー
に
魅
せ
ら
れ
、
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
る
と
体

Ⅱ
の
多
く
を
ス
キ
ー
場
で
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
山

口
端
さ
ん
は
、
「
特
に
、
新
雪
を
滑
る
の
が
お
も
し
ろ

い
ね
。
だ
れ
も
踏
み
込
ん
で
い
な
い
、
銀
の
世
界
へ

臨
む
の
は
、
た
ま
ら
な
く
胸
が
躍
り
ま
す
よ
凶
と
そ

の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
が
手
に

し
て
い
る
ス
キ
ー
板
は
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
今
年
新
調
し
た
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
で
す
。

現
在
、
高
萩
市
ス
キ
ー
連
盟
の
会
長
で
あ
る
山
口

さ
ん
は
、
側
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
準
指
導
貝

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。 篭 I

今
》

⑧
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成
さ
せ
た
時
は
満
足
感
で
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
そ
し
て
、
い
つ
し

か
そ
の
人
形
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
人
形
に
し
て
楽
を

し
よ
う
と
試
み
ま
す
が
、
完
成
時
の
喜
び
は
半
減
し
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
苦
し
む
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
大
作
へ
と
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

和
紙
の
も
つ
独
特
の
雰
囲
気
、
お
だ
や
か
さ
、
や
さ
し
さ
は
布

に
表
現
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
形
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

顔
づ
く
り
、
顔
書
き
で
は
制
作
者
の
個
性
が
そ
の
ま
ま
写
し
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
和
紙
と
人
形
と
、
自
分
自
身
の
出
会
い
の
中
で
、
心

が
交
錯
し
、
う
れ
し
く
な
っ
た
り
、
悩
ん
で
み
た
り
の
月
日
が
流

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
歌
舞
伎
や
大
正
ロ
マ
ン
風
俗
な
ど
を
勉
強
し
、

自
分
の
感
性
の
ま
ま
に
制
作
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
心
の

中
に
受
け
継
が
れ
た
〃
何
か
〃
を
歴
史
に
た
ど
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
人
物
と
出
会
い
な
が
ら
、
人
形
づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
や
人
形
に
支
え
ら
れ
、
宇
宙
船
に
乗
っ
た
つ
も
り

で
夢
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
青
春
の
心
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
学

び
の
日
々
を
送
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〕
と
ほ
ほ
え
む
鈴
木
さ
ん
は
、
〃
よ
ろ
ず
や
さ
ん
〃
を
自
称
し
ま
す
．

ス
ペ
イ
ン
人
形
、
は
ん
て
ん
作
り
な
ど
に
、
興
味
を
持
っ
て
は
挑
戦

…ｰ

謹

．

蕊§鍵静
鱗議議 韓

總
型息蕊勢蟻蕊議鍵

「
ス
キ
ー
は
高
校
の
時
に
始
め
た
の
で
す
が
、
上
達

し
て
い
く
に
つ
れ
て
自
分
の
力
を
試
そ
う
と
、
技
術

あ
か
し

検
定
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
級
に
パ
ス
し
た
証
の

白
い
バ
ッ
チ
を
手
に
し
た
時
は
、
準
指
導
員
に
パ
ス

し
た
時
よ
り
も
う
れ
し
く
て
ね
〕
そ
の
山
口
さ
ん
に

教
育
委
員
会
で
は
、
親
子
・
市
民
・
少
年
ス
キ
ー
の

三
つ
の
教
室
に
指
導
者
と
し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
山
口
さ
ん
は
、
楽
し
み
な
が
ら
ス

キ
ー
の
基
礎
的
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、
け
が

や
事
故
の
な
い
よ
う
ス
キ
ー
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
の
が
好
き
と
言
う
山
口
さ
ん
の
ス
キ

ー
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

す
る
時
で
す
。
昨
年
か
ら
は
、
女
性
に
最
適
な
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
タ
ー
ゲ
ヅ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
指
導
員
の
資
格
を
取
り
、
そ
の
教

室
を
開
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
に
挑
戦
す
る
山
口
さ
ん
の
支
え
は
？
と
尋
ね
る
と

「
会
社
と
職
場
の
仲
間
で
す
。
会
社
が
、
地
域
奉
仕
の

精
神
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
私
が
あ
る

ん
で
す
四
と
雪
焼
け
し
た
顔
の
明
る
い
笑
顔
が
印
象

的
な
山
口
さ
ん
で
す
。

謹
蕊
》
一
蕊
蕊

蕊

p1



爵簿
辮 篭碑趨鳴

たけお

ライオンズクラブ 杉森健男さん撮影(大和町）

姉妹提携調印式高萩ライオンズクラブと福
島県の会津喜多方ライオンズクラブが,お互いに結成25周年

を迎えたのを機に， 1月24日陶,喜多方商工会議所で姉妹提

携調印式を行いました。当日は，加瀬会長はじめ15人が喜

多方市を訪れ親善を図りました。

みど り

復活じて?O年目の 蛭田美登里さん撮影(上手綱）

"鳥追い” 千代田地区に‘‘烏追い”が
復活して10年目。今年も地元の青年会と子ども会が協力し

て，立派な鳥小屋ができました。 1月14日(火)には, ‘‘烏追い”

が行われ，参加した子どもたちは，寒風の中，地域の人と

のあたたかいふれあいを体験しました。
〈
）

マ

● 一

軍 垂
● マ

で

＝‐ ‐

つ む

第”回高萩鰄人式錨蕊噸鰯呼
月15日(和，文化会館で行われ，男女あわせて376人（成人

該当者556人）のみなさんが参加して成人を祝いました。

また， 中国から来ている洋裁研修生4人も着物を着て， こ

の日の成人式に一緒に参加しました。

第5回青少年美術書道展市内の幼稚園,保育所,小．
中学校の子と．もたち，約700人の力作が展示された「第5

回青少年美術・書道展」が1月25日仕)から27日(月)までの3

日間， 中央公民館で開かれ， たくさんの人が会場を訪れ楽

しんでいました。

一
》

識議灘蕊蕊篝蕊議溌蕊
よしこ

'3種目に健脚を競う熊渕震勇興
いながら， マラソンを楽しもうと， 1月26日(H),第17回新

春高萩市民マラソン大会が,415人の選手が参加して行われ，

2キロから10キロまでの13種目に健脚を競いました。

市役誘と愛垂園に 上田末三さん撮影(島名）
識りもちを贈る島名・萩ケ丘スポーツ少年

団と， その父兄，上島名老人クラブの3世代，約120人が

1月19日(日)に，市役所と愛正園に飾りもちを贈りました。
ごこぐほうじょう

この飾りもちは，その年の五穀豊穣や家内安全を願って行

われる正月行事で，今年で10年目を迎えました。

四
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のぶお

雛溌予恕ティー溌麓瀧需鯛稚
催，第31皿|チャリティー展が12"22II(I I), 23日ﾘ1)市民セン

ターで開かれ， たくさんの人が会場を訪れました。益金は，

NHK歳末助け合いに寄付されました。

議子翼零一大叢 “糾子でスキーを楽しもう”
と， 1月5日(| |)， 6「|(j1)の1汕2ⅡのI I程で， 山形県の栗

子国際スキー場で親子スキー教室が|淵かれ，親子20組の40

人が参加，元気いっぱいスキーを楽しんでいました。

ー

鐸礎蓉t'蕊…

まさたか

灘議撚っ誠会認鱒霞爾巽
通安全もちつき大会が12月2511(水)に，交通安全母の会や秋

I I｣小学校の交通少年団など関係者約80人が参加して行われ

ました。この後， 6号国道のドライバーに，つきたてのも

ちを配りながら安全運転を||乎びかけました。

溌溌－ﾑが溌滞腰蕊霊園ヒ
さや喜びを味わい，健康の増進と体力向上を図るため， 1

月12日(日)，第26回秋山地区対抗子と・も会駅伝大会が行われ

ました。 8地区から16チームが参加して， タスキを継ぎ，

島名南チームがみごと優勝しました。
ー

"蕊品

Et 宅宅司

…●J1綿
灘

蕊 蕊 ＃

鍵
識

§
鷺I

室
→

蕊鶏

蕊海学蕊で

識家蝿ちつき臨海学園の子とゞもたちと社
会福祉団体の関係者など約70人が参加して， 12月26日(木)，

歳末もちつきが行われました。つきたてのもちに，子ども

たちは大喜びで， お互いにふれあいを深めました。

三謹侭ふれあいの 岡崎実一さん撮影(秋山）

‘嶌遥い” 秋111下地区では，昨年,約
40年ぶりに“烏追い”を行いました。今年は, 3世代のふ

れあい事業として，約120人が参加して, 1月12日(日),甘

酒やもち， とん汁などに舌鼓を打ちながら楽しんでいまし

た。

唾



あなたの写真や情報をお待ちじていま式

連絡先/市民活動課広報広聴係恋23-21 1 1内線262

あや二

織織澱後聯鄭烈購鰯覗9聖
久保赤水(1717～1801)の没後190年を記念して, 12月17H

(火)，高萩市文化協会では亦浜にある亦水の墓参りをしまし

た。 日本地図の先駆者である亦水は，私たちが生きていく

うえでの教司||をたくさん残しています。
壁

､‐'

l

鑿譲捧械錘鳥溌腫 神代健さん撮影(上手綱）

鋒鐵議鞠篭奉納 ilJI杏神社の1の烏ITif, 2の
鳥居に奉納するしめなわを， 12ﾉ1191 1 (*),帆香老人クラブ

のみなきん10人が会長の[1I辺武雄さん(上手綱)宅に集まっ

て作りましたc昔は，年に21' ' |作っていましたが，今では

正月だけになってしまいました。

タﾘ風ﾏ潮楽しみ幾門麓蕊零節
日旧)，恒例のクリスマスお楽しみ会をｲ｣贄いました。映Imを

見て，もちをつき,みんなで食べた後， サーンタクロースから

プレゼントをもらうなど，楽しい一| Iを過ごしました。（
）

心…

苫 ,

ニゴと

P七二

号奇

かつあき

滝隷議鈴 浅川勝昭さん撮影(高萩）
うじ二

六膳錘懲諺づく戦 滝神社の氏子のみなさんが，
6人がかりで，長さ約8メーI､ル，太さ約40センチメート

としお

ルの本殿に飾る大しめなわを, 12)122I I (I I)、沼田俊男さん

(高萩)宅で作りました。これは， 4， 5年前から続けられ

ているものです。

やすじ

蕊鞠濤擬謝作業瀬臓鑿冨誕
ブでは，年に211 '1,束幼稚|刺から6-別封道までの間の道路

の清掃奉仕作業をしています。昨年の11月22HIf)にも，約

30人が参加して行われました。

醤澤

骨龍軍& Y,

奄了

藍転

君ぞ{
*龍骨

『埋
設

髭争害
己諄&「

弓繩

か箔

､ﾐ心

|121



"彙重海燕を出版‘鱗
蕊

蕊
たくみ

鈴木 工
誹

昨年の12月末，長久保源蔵(片雲)さ

ん(赤浜)が,筑波耆林のふるさと文庫か

ら， ‘‘東奥紀行" 長久保赤水の旅日記一

上(116ページ) ，下(239ページ)を出版

しました。これは赤水が，仙台，松島

など芭蕉の奥の細道を歩いて日本海側

を旅しながら，北越七奇(七不‘思議)の

天然ガスなと、を見て回って書いた“東

奥紀行",寛政4年(1792)を今Ⅲ|まとめ

たものです。

この"東奥紀行"も， のちの赤水の日

本地図作成に役立ったといわれていま

す。今年は， ちょうど赤水が“束奥紀

行”を出版した年から200年,赤水没後

190年目にあたるということです。

(安良川）

全国嬢維育功労者
． . :. 《｡ ､;､#’ ・ぎ. ､;、

■とⅨ表彰される
交通安全ｽﾀ毒謹ジｸｰﾙ
市内の小・ '1 1学校の「交通安全ポス

ターコンクール」の審査会が， 1月21

日(火)，市役所で行われ，佐藤晴美さん

(秋山小4年) ，我妻直子さん（東小5

年)，小松文恵さん(松岡中3年) ，井上

直也くん(松|呵中3年)の4人が岐優秀

賞に， また，優秀賞や優良賞なと等あわ

せて50人が選ばれました。

この作品は， 2月2日(日)，文化会館

で行われた交通事故追放大会で表彰さ

れた後，高萩警察署などで展示されて

います。このコンクールには，小学校

高学年と'=' 1学校の各クラスの優秀な作

品105点が出品され，力作がめだちま

した。

高萩中学校校長の鈴木工さん(59)が，

昨年11月7日(和に大分県大分市で行われ

た平成3年度全国学校体育研究大会の

ー＃

；
し
整
然
と
並
ぶ
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

＝認丘で ぞ

消防磯初め式
I

常竺≦

ず .ｰ
萄癖
廿酌牌

1月12日旧)高浜運動広場で消防出初

め式が， 関係者約400人が参加して行

われました。当日は，機械器具の点検

や代表演技(第4分団， 第10分団),殉

職消防関係者の慰霊黙とうなどに続い

て，功労者の表彰が行われました。表

彰者は次のみなさんです。 （敬称略）

ー

かすみ

藤昭，大森光男，芳賀一海，浅川
と〈 あ・ ひろひと のぶよし ひさ

徳男，鈴木裕人， 関宣義，神代久
のぶ あまがや

信雨谷敏夫,笠井重信, 中西単
けいぶん しげはる あきお’

鈴木啓文， 弓野重春，菊地明雄大

部孝雄

厚 『

す二二争

河 ぐ

大

川井善見，大部良雄，大都巍，鈴

木裕人，鈴木榮，細金秀隆

消防庁長官表彰 茨城県消防協会長表彰
とみよし

○永年勤続功労章佐川福徳 ○優良分団 第2分団

○功労章

大和'11信IJI,斎藤忠

○永年勤続消防団員妻女に対する感謝

状

佐藤吉子，大部文子，鈴木静江

茨城県知事表彰 日本消防協会長表彰

○永年勤続功労章（30年以上）
のりふみ よしみ

益子紀文，佐藤昭， 川井善見，大
たかL

部良雄，大都巍，鈴木豊

○永年勤続功労章（20年以上）
みちお

鈴木晴夫， 田中経夫，大高忠，大

森光男

○天皇陛下御即位記念特別表彰
ほづみまさつく・

穂積政次，篠原新一郎， 沼田浩，
たけじ

鈴木健二

○親子3代目消防団員表彰

篠原新一郎，村山雅美，大部良雄，
しられよしかつ たけあき

白根義勝，飯田毅昭，芳賀一海，鈴

木補人，斎藤忠，神代久信
わりがや

○精續章 伊藤克紹，割ヶ谷秀夫
のりふみ

○勤続章（30年以上） 益子紀文，

消防団長表彰

第1j>|J1

高萩市長表彰
かつつく．、 ゆうしん

伊藤克紹，菅野勇進，斎藤栄治，佐

消防長消防団長表彰

第4分社l , 第10分団

圃

へ



灘獣札お琴加繊､ 聖職向 剛黒
受付場所学校給食センター（高浜町1-77）

を受け付けます 願耆の様式や添付書類学校給食センターでお渡しし

ます。

f〆 ／ ､資格の窟効期間は,悪域4黛度1年闇で戒 ※お問い合わせは，学校給食センターへ念23-7412

FFTJETTgFMWJJEEWWf孫JI云更。
◎提出耆類…番号順に綴じてください。受付期間 3月2日(月)から16日

(II)までの土・日曜日を

除く，午前9時から午

後3時までです。

受付場所市役所庶務課（本庁

舎3階),郵送でも受け

付けます｡（〒318高萩

市本町1-100）

願書の様式建設省統一様式，

または茨城県統一様式

◎提出書類のうち各証明書は，

複写機による写しでもかまい

ません。

◎市内業者のみなさんの地方税

等の納税証明書は，平成3年

度の法人市民税， 固定資産・

都市計画税， 国民健康保険税，

市・県民税です。

測量・建設コンサルタント関係建設工事関係

参加資格申請書

（測量，建設コンサルタント用）

登録証明書

経営規模等総括表

納税証明書(国税及び地方税）

技術者経歴書

営業経歴書

商業登記簿謄本(法人)，又は代表者身

分証明耆(個人）

財務諸表又は決算書

営業所一覧表

主要取引金融機関希

使用印鑑届

印鑑証明書

参加資格申請書(建設工事用）

建設業許可証明書(確認書）

経営事項審査結果通知書

商業登記簿謄本(法人)，又は代表者身

分証明書(個人）

納税証明書(国税及び地方税）

技術者経歴書

工事経歴書

建設業退職金共済組合加入証明書

法定外労災補償制度への加入証明書

（加入している場合）

営業所一覧表

委任状

主要取引金融機関名

使用印鑑届

印鑑証明書

1１
２
３
４

２
３
４
５
６
７

５
６
７
８
９

ー

８
９
刑
Ⅱ
⑫

10

11

12

13

14

◎指名願いの申請書(用紙)は，建設業協会の本部，または各支部でお求めください‘

※お問い合わせは，市役所財政課へ恋23－2111内線302
塔

へ

守

晦

塔

ノ

〃

ぬ

比

押

伽

“

、

、

、

‐

〃

一

十王広域下水道組合
然

R方・高萩 ●

（
一

◎提出書類…書類は, B5ファイル(色指定なし)に番号順に綴じ，表紙と背表紙に商号を

記入してください。

受付期間 3月2日(月)から10日

（火）までの土．日曜日を

除く，午前9時から午

後3時までです。

受付場所下水道組合・総務課

（十王町大字伊師2220

番地）

提出方法必ず持参してくださ

い。

◎納税証明書（平成3年度分で，

発行日現在,滞納がないもの）

は，広域圏内に営業の拠点が

ある業者については，地方税

（法人市民税,市･県民税,固定

資産･都市計画税,軽自動車税）

の納税証明書を,その他の業者

は，法人税(法人)又は所得税

（個人)の納税証明書です。

※お問い合わせは，下水道組合

総務課へ念32-5595

口測量・建設コンサルタント関係建設工事関係
i

ー
資格審査申請書

経営規模等総括表

登録の証明害

測量等実績調耆(直前2年分）

技術者経歴書

営業経歴言

商業登記簿謄本(法人) ， 又は代表者身

分証明言(個人）

財務諸表

営業所一覧表

納税証明書

使用印鑑届

印鑑証明書

委任状(必要業者のみ添付）

１
２
３
４
５
６
７

資格審査申請書

経営事項審査結果通知書の写し

工事経歴書(直前2年分）

技術者経歴書

営業所一覧表

主要取引金融機関名

建設業許可証明言

商業登記簿謄本(法人) ，又は代表者身

分証明書(個人）

納税証|ﾘl書

委任状(必要業者のみ添付）

建設業退職金共済組合加入証明書及び

法定外労災補償制度へ加入しているこ

とを証する書面

使用印鑑届

印鑑証Iﾘj書

営業用機械器具

１
２
３
４
５
６
７
８

８
９
ｍ
Ⅱ
皿
過

Q
、ノ

10

11

12

13

14

14
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もよぁし 詞しらせ
【家族そろって加入しましょう

勺
『 鵠

⑳
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醗
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Ｖ
１
１
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夕
割
乃

一
ス
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メ
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●
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水
生

劇部(高萩中・高,卒業生）

の合同公演会

市民活動課壷23-2111内線
●

平成4年度の県民交通災害共済の加

入を受け付けています。会費を添えて，

市役所玄関受付へ申し込みください。

会費（1年間） ○大人 900円

○中学生以下500円

共済期間平成4年4月1日から平成

5年3月31日

万一の時のお支払い見舞金

死 亡……100万円

最高傷害……30万円

身障見舞金･“…50万円

盃22-乖切高萩高校演劇部
4】

私たち高萩高校演劇部は，県北大会，

そして，県大会で最優秀賞に選ばれ関

東大会に出場しました。公演の作品は，

昨年のこの合同公演会で発表した創作

劇をベースにしたものです。

今年も高萩中学校そして高萩高校卒

業生の演劇サークルTDF(高萩･ドラマ・

ファミリー)と共に合同公演会を開くこ

とになり，今，それぞれが意欲的に取

り組んでいます。ぜひ，お出かけくだ

さい。入場は無料です。

と き 3月22日(Ⅱ）

午後1時20分開演

ところ文化会館

夜間の冷えこみが厳しくなると， 日

陰で風あたりの強い場所にある水道メ

ーターや，冬の間，水を使用しないと

か，使用量の少ない家庭の水道メータ

ーは凍りやすく， ガラスの割れる事故

が多くなります。使い古しの毛布や布

切れなどをビニール袋に入れて， メー

ターボックスの中のメーターをすきま

なく包み,内部に寒気が侵入しないよう

に保温しましょう。

また，水道管が破裂したときは， メ

ーターボックスの中のバルブをしめて，

指定水道工事店に修理をお申し込みく

ださい。

Ⅱ交通事故の無料相談

〕
水戸自動車保険請求相談センター

a(0292)25-133

ー

丙
ロ

札|談日 月曜日から金曜日

午前9時30分から午後4時40分

弁護士相談日毎週水曜日，午後]~時

から4時までです。

ところ （社旧本損害保険協会

水戸自動車保険請求相談センター

水戸市南町3-4-57水戸セ

ントラルビル4階水戸調

査事務所内

◎電話でのご相談も受け付けします。

念(0292)26-1693(直通）

【 足相続登記の無料相談
税務課 容23-2'''内線20切

●

高萩市カラオケ望み会発表会

‘動丹勝政さん
●-－一

壷23-35

と き

ところ

入場料

抽選会

2月29日仕）正午開演

文化会館

無料

自転車を始め， たくさんの賞

品を用意してあります。

2月は, 「相続登記はお済みですか月

間」です。そこで，各司法書士事務所

で無料相談を受け付けます。

と き 2月1日(-|己)から28日(金)まで

ところ最寄りの司法書士事務所

相談内容相続登記に関する相談

謡
目
目
目
目
隠
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日 〆 、｣ L

学生さんも．．

20歳になった

呂

冒

要引

国

亘

互亘

ー

ら国民年金。

呂

・

三

・

・

Ｄ

・

二

・

Ｆ

・

０

二

・

伝

汚

落

世

国際宇宙年

記念事業

保険年金課盆23-2111内線232

法律上いろいろ成人を迎えられたみなさん， 20歳になりますと，法律上いろいろ

な権利や義務が生じてきます。年金についても20歳からは，何らか

の形で公的年金に加入することになっており，以前は任意加入だっ

た学生さんも,昨年の4月からは匡|民年金への加入が義務づけられま

した。

万一の時に，障害基礎年金が受けられない，満額の老齢基礎年金

が受けられない， あるいは， まったく年金が受けられないなどのこ

とがないよう, 20歳の誕生日を迎えたら必ず加入の手続きをしまし

ょう。

国民年金は，次のように分かれていま或
○第1号被保険者･ ･ ･20歳から60歳までの，農業・商店なと響の自営業

者， 20歳以上の学生（夜間部を除く｡）

○第2号被保険者…会社員や公務員などの厚生年金・共済組合の被

保険者

○第3号被保険者…サラリーマンの奥さんなど，厚生年金や共済組

合の被保険者に扶養されている配偶者

:：皇
E

号亘

応

回

■

■

■

■ ～日立市～
ナ

国際宇宙年を記念して，米国宇宙飛行士やNA
サ

SA宇宙教育チームなと．を招き，｢宇宙時代の生命

と愛一科学は人類を幸せにできるだろうか」をテ

ーマに,講演会やパネルディスカッション,子ども

シンポジウムなどを行います。

と き●2月15日仕） 午前10時30分から午後5時

●2月16日旧） 午前11時から午後4時

ところ 日立シビックセンター・音楽ホール

入場料●15日仕)は, 2,000円

●16p旧)は，大人500円，子と．も300円

※詳しくは， （財)日立市科学文化情報財団へ

a(0294)24-7711

■
■
『
”
■
■
画
回
画
屋
回
回
且
日
固
回
回
匝
■
話
」

』
浬
昨
戸

Ｆ

垢

ト

叱

時

而

佑

ト

“

九

・

両

・

呂

呈

。

・

。

。

・

垣

・

了

・

君

・

Ｔ

。

■

舌

宇

椎

咽
Ｅ

孟
目

咄
…

庁

哩

、

尾

Ｆ

Ｃ

Ｆ

話

ト

牌

ｑ

侍

同

ト

哩

口

一

・

丙

・

・

一

。

・

■

二

・

二

０

・

■

ｒ

一

も

三

三

玉

z

Z

z

Z

亘

且
菅 ノL
くこ廷止型ﾛ】 ･Lq oI ■ ■ 0 . ･I ■ ■1, ■ ･ ■I■ ■ ●F中｣■』 ■ ･ p1■ ■ ■IoP ■i ■ ■IG ●｣ ｡ ■1,1 ■ ■ ■ ■ b ■ ■ ■ ■ ﾛ■ ■ ●■ ■I p =:邑 口』 ｡， ■｣ ｡ 巳 ･ ■1ﾛ ■ ●｣､ ■ 凸“I● ■1 5 ■{■L④ U rR■ Di q ■lD ｡ ① ■ ■1, ■ ■I■ ■l ■ ■｡■I■i■ ●I■■I ■ ■】■ ■ ■I ■ ﾛ

画



輯: ま

》
澤露弱

｢高萩さくらとみどりの会」

の会員募集中【
ともえ

大高智衛さん 盆24-025
LP

一 鋤
高萩市には，天然記念物指定の名木

が多く，春の桜や秋の紅葉は，高萩の

誇れる自然美といえます。そこで「高

萩さくらとみどりの会」を結成（2月

下旬に総会を予定)して,桜を計1mi的に

植栽し,桜の里づくりを進めたり，名木

や名所地の桜の管理などに取り組み,自

然環境の保全と美化に努めたいと,ij!って

います｡この趣旨に賛同しご協力してい

ただけるみなさんを募集しています。

申し込みは，大高評衛さんへ

畷矧

[化会館
23－7411

文化
盆ワR-

慾ミ

霊
識

Ｉ

浄い

〔ガールスカウト団員募集中Ｊ
）

一

←

○開演午後6時

○入場料3,50()円（全席指定）

○入場券発売中

みすかみ

水上和子さん
⑪

募集人貝

○ブラウニー（小学1～3年） 6人

○シュニア （小学4～6年）蒋干名

○シニア （中学l～3年） 〃

○レンジャー（高校1～3年） 〃

申し込みは， 2月29日仕)までに，水上

和子さんへ

亀毒囎“
の 高萩工場従業員一|司

窓 ’6000円 社

○機上ゴムエ業㈱

高萩工場従業員一|司

16,000円 社

・ ・プレイガイド。 ・

田所書店サ仲屋書店，㈲上島名ねもと， コミュニティストア高浜やおけん，野木

商店， ピアノマート(磯原)､ 日立市民会館． 日立シビックセンター，文化会館

＊＊＊＊＊

○高萩カント

キャディ

○農協婦人部

○廣和建設

円
円
円

６
０
１

７
０
９

９
９
０

２
３

ブ
６

ラク
同

一
一

リ
ー

○佐藤 孝さん （高戸）

100,000円 香典返しの一部

○大友とし子さん （東本町）

100,000円 香典返しの一部

○高萩ロータリークラブ

200,000円 社会福祉へ

○岸千恵子ショー

30,000円 益金の一部

○エイトワンホー会

22,500円 社会福祉へ

会福祉へ

○菜イビ光子さん （安良川）

10.000円産業祭益金の一部

○第1回松岡地区公民館祭り実行

委員会

77，618円

日用品バザー売上金の一部

○KDD茨城衛星通信所

29,520円 社会福祉に

○高萩地区更生保護婦人会

20,000円 萩の里へ

○鈴木豊男さん （日立市）

10，000円 臨海学|刺へ
こう き

○i'i田好毅さん （春|]町）

102，400円チャリティー益金
は〃わ

○塙 ミチ子さん （春日町）

10,000円 社会福祉へ

○今川 正さん （高戸）

100,000円 香典返しの一部

○高萩市農協婦人部

もち米76kg施設もちつき会へ

（
）

囮寄贈／高萩市へ

○鈴木良三さん （東京都）

洋画(80号） 『五浦」 1点

○(社)茨城県測量設計業協会

「経緯度標の説明」看板1基

松岡小学校へ

○松岡幼稚瞳1父母と先生の会

ワイヤレスアンプ・マイク，チ

ューナーユニット各1台

松岡幼稚園へ

○日立ガラス組合

強化ガラス20枚 束幼稚園へ

囮寄贈／中央公民館へ

○高萩日舞会

つぼ

囮寄贈／勤労青少年ホームへ

○高萩地区更生保護婦人会

30,000円(図書費として）

歳末たすけあい
○生長の家高萩相愛会10,000円

○高萩市遺族会婦人部14,274円

○母子福祉会 3,000円

○埖畑愛子さん(秋山）

10，000円

○立正佼正会茨城教会68,359円

○束小学校 23,000円

○キリスト教聖児幼稚原l高萩分園

32，028円

○北部自動車サービスエ場

36，500円

＊
＊
＊
＊
＊

⑱－テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 ． 1152です－
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ぼ(_,ゅつ

t樺拳〔 クラブ員を募集中少年スキー教室の参加者募集

市民体育館 ⑱動
とがわ

外川
●一一一_

潤子さん a23 588壷23 255
【，

花架拳は，呼吸に合わせてゆっくり

と全身を優碓に動かすスポーツです。

若い人はもとより，年配のみなさんの

健康法としても龍適です-．今、一緒に

習う仲|＃lを募集しています。ぜひ， あ

なたもいかがですか。

練習日柾月第2，鋪4木曜日

練習時間午後1時から2時30分

ところ市民体育館2階の柔剣道場
おおつき じん二

桁導者大月仁子先生

と き 3月26日(*),27H㈱の1泊2｢1

ところ山形県米沢市天元台スキー場

内容楽しく安全な基礎スキー

対象者小学5 ． 6年生， 中学生

募集人典 45人（定員を超えた場合は

抽選です｡)

参加料10，000円

申込先3月3日(火)から13日(制までに

市民体育館へ

行政相談

とき2月20日沐}ど27B(木） 〆

午後1～3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

交通事故相談

とき2月19日氷午前10～午後3時

；ところ市民相談室

担当市民活動課 『 内線261

健康・育児相談

とき毎週月曜日 ：午前9～11時

§ところ保健センター≦ 念24二§121

ことばの教室

巳時を電話で打ち合わせてください。

ところ高萩小学校〆 Ⅶ甲念23-4240

心配ごと相談

とき毎週木躍日 午後↑～3時

ところ浦民ｾﾝﾀき" 恋22-崩83

担当社会福祉協議会 内線354

家庭児童相談

と＃き毎週火曜日 ;午後1～3時

ところ市民センター 念22-5683

担当福祉事務所 内線352

補装具の巡回相談＃F≦

身体障害者手帳とハンコを持参のこと。

とき2月28日壷 ：午前9～12時

ところ北茨城市心身障害者福祉セン

ター 壷43一3115

担当福祉事務所 内線353

子ども相談

日時を電話で打ち合わせてください｡

ところ教育委員会指導課識23-1131

t平成4年度の県政モニターを募集中 。〆

刀丑23-2111内線261市民活動課
[，

地方公共団体の議員及び他の

モニターの人を除く｡）

応募方法 「県政モニター申込書(市民

椚動課にあります｡)」に記入

して茨城県知事公室広報課へ

締め切り 2月29II(1jまで

県では， 県政についての県民のみな

さんの｢'|由で清新な意見や要望を聞き

県民参加の県政を進めるため，県政モ

ニターを募集しています。

募集人員 33人

応募資格県内に居住する20歳以上の

人（ただし，常勤の公務員，

【昔とったきねづか"を発揮してください

－刀教育委員会 盆23-1131
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

小・ に' 1学校を退職または木年度末に退職される先生のみなさんの力量を再び

後輩のために活かしてください。

仕事の内容新採1年月の先生の初任者研修，子どもたちの校外研修等の指導
ー
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県内勤務場所

○週3日(小・中)……･ ･ ･1日8時間

○週2H以内(中のみ)…週6時間以内
勤務時間 本採教諭に準ずる

報酬等 本県の給与規則による｡ 1時間2,520円
通勤手当等 ロ 1,640円以内同 卜 1
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！ '‘引定資産税’ ． ． ． 〔第4期〕
’都市計111税｜

|兎|民年金・ ・ ・ ・ ． ． 〔2月分〕

－3月2日(月)までで或二 ーノ1月1 1 1現冶時間は，いずれも午前9時から午後4時までで魂

⑰

1日

8日

15日

ZZ日

29日

飯島医院

樋渡医院

十王医院|十王町
石 病院

滝川医院

白ゴ当医院

k和Ⅲ］

大和Ⅲ］

束本'11］

春HlilJ

來本Ⅱ］

念22-2235

盃22-2202

恋32-3266

丑23-1711

壷23-3100

念22-2697

２
月
の
納
税



b

ｲ

越
冬
す
る
渡
り
鳥
を
観
察

ﾉｰ、
ー

君
田
中
学
校

穂さん（下君田）が説明します。
愛鳥モデル指定校でもある君田中で，

1月18日仕)に学校周辺の探烏会を開き

ました。子どもたちは，厳寒のこの季

節に見られる冬鳥たちに，双眼鏡を通

して語りかけながら記録しました。

「頭の上が盛り上がっているから…カ

シラダカだ』と，双眼鏡や望遠鏡で烏

の特徴を観察し，図鑑で調べる君田中

の子と・もたちです｡｢そうだね。 日本よ

り北の国で繁殖してここに渡り，越冬
つみ

する烏だよ凶と日本野鳥の会の鈴木積

灘 鑑温 4
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市民憲章
〈
》 フキノトウ

1. 141黙をたいせつにし，美

しいまちをつくりましょう

1． きまりを守り， 明るいま

ちをつくりましょう

1．礼儀を正しくし， うるお

いのあるまちをつくりまし

ょう

1．元気で働き，豊かなまち

をつくりましょう

1 思いやりのある， あたた

かいまちをつくりましょう

もえきﾞいる

枯れ草の中から，萠黄色のふっ

くらとしたフキノトウの花芽が，

春の到来を告げます。春一番に採
ふきみそ

れる山菜で，精進揚げや蕗味噌と

して季節の味が楽しめます。

、

最近みなさんから写篁や術藻後記[｢管理人を置かないとダﾒに
情報がたくさん寄せられるようになっ なるよ｡｣と,建設中の駅東広場を指差し

いそみちこせんきょう

てきました。さらに，今度は「前もつ 道行く人に言われました。磯道跨線橋

て市報の何月号で“○○の特集をする の外燈や松丘高校の坂のカーブミラー

よ”と教えて。そうすれば，もっと協 も何度壊されたか…。空き缶やゴミの

力しますよ｡｣という積極的な声も。大 散乱を指摘し， “マナーの悪い高萩"と

変うれしく， ありがたく思いながらも， 言われたことも…。高萩人は，管理さ

新たな課題をどうしよう…？ （舂） れないとダメなのかしら…。 （ヒロ）
この市報は」 工コマーク認定の

再生紙を使用しています。
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